
要領様式第８-13号

１　住所・氏名等

２　現在納付可能金額

３　今後の平均的な収入及び支出の見込み（月額） ４　直前１年間における各月の収支状況
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５　財産等の状況
　(1) 売掛金・貸付金等の状況

円

円

円

　(2) その他の財産の状況

　(3) 借入金・買掛金の状況

円 円

円 円

財　産　収　支　状　況　書
令和　３年　８月２１日

現金及び預貯金等 種　類 預貯金等の額納付可能金額 納付に充てられない事情
円 円

200,000 200,000
円 円

80,000 0
円 円

150,000 0
円 円

100,000 100,000
円

300,000

区　　　　　分 見 込 金 額 年月 ①総収入金額 ②総支出金額 ③差額(①－②)

売上、給与、報酬 2,600,000 2年8月 2,600,000 2,550,000 50,000

その他(　　　　　　) 2年9月 2,400,000 2,300,000 100,000

2年10月 2,550,000 2,400,000 150,000

①　収　入　合　計 2,600,000 2年11月 2,500,000 2,600,000 △ 100,000

仕入 750,000 2年12月 3,000,000 3,200,000 △ 200,000

給与、役員給与 680,000 3年1月 2,400,000 2,000,000 400,000

家賃等 70,000 3年2月 2,200,000 1,900,000 300,000

諸経費 100,000 3年3月 2,750,000 2,450,000 300,000

借入返済 250,000 3年4月 2,650,000 2,400,000 250,000

国税等納付額 500,000 3年5月 2,650,000 2,400,000 250,000

3年6月 2,800,000 2,500,000 300,000

生活費(扶養親族　人) 3年7月 2,700,000 3,000,000 △ 300,000

【備考】（生活費の内訳、臨時的収支の内容等）

売掛先等の名称及び住所 売掛金等の額 回収予定日 種類 回収方法

A産業株式会社（○○市△△町１－２－３） 500,000 R3・10・10 売掛金 振込

有限会社B工務店（□□市××町４－５－６） 180,000 R3・12・28 売掛金 小切手

株式会社ＸＹＺ（△△市○○町７－８－９） 100,000 R4・ 1・10 貸付金 現金

不動産等 工業用地（○○市△△町Ｘ－Ｘ） 国債・株式等 △△株式会社（関連会社）未上場株式１株

車　　両 業務用車両１台（静岡333み1234) その他
(保険等)

○○生命保険

借　入　先　等　の　名　称 借入金等の金額 月額返済額
返済終了(支払)

年月
追加借入
の 可 否

担保提供財産等

□□リース株式会社 800,000 50,000 令和　４年　３月 可・否

××信金△△支店 10,000,000 200,000 令和 15年　３月 可・否
工業用地

（○○市△△町Ｘ－Ｘ）

【財産収支状況書の記載方法】

住所又は
所 在 地

○○市△△町×－×
氏名又は
名　　称

県税工業株式会社
代表取締役　県税一郎

連絡先
電話番号

（XXXX)XX-XXXX

現　　金 □運転資金 □生活費 □その他（　　　　　　　　　 　 ）

○○銀行△△支店 普通 ■運転資金 □生活費 □その他（　　　　　　　　　 　 ）

○○信金△△支店 当座 ■運転資金 □生活費 □その他（　　　　　　　　　 　 ）

上場株式100株 － □運転資金 □生活費 □その他（　　　　　　　　　 　 ）

現在納付可能資金額

収　

入

②　支　出　合　計 2,350,000 円

③　納付可能基準額
（①－②）

250,000 円

　申請・審査に当たり、この書類の作成をお願いしておりますが、税務署等他行政機関に提出された書類や、申請
者が所有する財産目録、会計書類等で同様の記載がある場合は、その写しの提出により、これに代えることができ
ます。
※国税や社会保険料などの納税の猶予を受けた場合は、その猶予申請書及び許可通知書の写しの提出により財産収
　支状況書の提出を省略できます。
　ご不明な点がありましたら、財務事務所までご相談ください。

支　
　

出

申請書を提出する
日を記載してくださ
い。

この金額は、納付
(納入)の予定の納
付額の基準となりま
す。

ただし、臨時的な収
入又は支出がある
月において、納付可
能基準額と異なる金
額を納する場合は
「【備考】」欄に臨時
的な収入又は支出
の内容、時期、金額
等を記載してくださ
い。

この金額は、直ちに
納付に充てることが
できる金額です。

「生活費」欄は、納
税者が個人の場合
のみ記載します。

売掛金、不動産等
の財産の状況や、
銀行借入等の債務
の状況を記載してく
ださい。
記載に代えて、財産
等の状況が確認で
きる書類（売掛帳、
借入明細書等）の写
しを添付していただ
いても構いません。


